




























ている｡)なぜ､このように ｢英語 ･英文学｣のなかに ｢アイスランド語 ･文学｣
が入り込んでいるのかというと､今日までに形成されてきたイギリスの社会､文
化､アイデンティティーに関わりがある｡イギリス人の源流の一部を成すゲルマ
ン文化の要素を多く残しているアイスランド文学に18世紀になってイギリス人
作家たちは注目した｡その後イギリスがアイスランド文学を自国の文学を形成す
る一部として取り込んだとされる｡イギリスは古英語の時代からラテン語の翻訳
を通じて独自の文学を発展させ､その後学問の先端を行く立場としてヨーロッパ
大陸に教えを与えた｡このようにイギリスは周辺諸国国･地域との交流が大変盛
んだった｡イギリスの中世時代の英語やヨーロッパ大陸のラテン語で書かれた書
物がまず中世のアイスランドに言語 ･文学面で影響を与えた｡その後ゲルマン文
化を示す貴重な標本として中世アイスランドの言語と文学がイギリスに新たな影
響を与えてきた｡先程述べたように中世時代のヨーロッパ各国の言語 ･文学 ･文
化は当時のイギリスの様子を伺うために非常に重要な要素である｡イギリスのア
イデンティティーを決定するひとつの要因がゲルマン民族の大移動によってもた
らされたアングル族､サクソン族､ジュート族といったゲルマン民族である以上､
その民族が持っていた文化､信仰の影響を考える上で中世アイスランド語文学は
一定の視点を与えている｡私自身の研究の対象はその点にあったので､イギリス
の中世事情とともにアイスランドの中世事情にも興味を持った｡そして英文科内
の各専攻にある講座を単位取得のためとして受講できる点も含めて､リー ズ大学
英文科に所属するメリットは自身にとって大きかった｡
リーズ大学には ｢中世学研究所｣という中世に関する学際的な研究を行う研
究所があり､ここでは主にヨーロッパから中東にかけての諸問題を扱っている｡
英文科の ｢中世英文学｣専攻の学生は当時必ず ｢中世学研究所｣のResearch
MethodsandBibliography(研究方法に関する講義｡半期)の講座を受講しな
くてはならなかった｡このほかにも単位互換の形式で ｢中世英文学｣専攻の学生
はこの研究所の講座を受講できたので､私もこの研究所主催の講座を受講した｡
リーズ代学の中世学研究所はIMC(InternationalMedievalConference)という
国際学会を毎年7月に1週間ほどの期間をかけて開催し､その期間中には世界
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中の中世学研究者がリー ズ大学に訪れる｡この国際学会でリー ズ大学の名が知ら
れているともいえる｡
以降､リー ズ大学で自身の受講した講座について､どのような内容であったか
を当時のシラバスから授業予定表を参考にしながら示していく｡
1.英文科において参加した講義科目
リーズ大学英文科修士課程の学生には前期にあたる秋学期 (11週)に
ResearchMethodsandBibliographyの講義とそのほかに1種類の講義に参
加し､秋学期 (11週)にさらに2種類の講義に参加して最後に修士論文を作
成することを課せられている｡また､｢中世英文学｣専攻の学生に関しては
InventingtheMiddleAges講座 (秋学期)を必修として受講することが求めら
れた｡よって､英文科において私が受講した講座は秋学期に2つ､春学期にひ
とつの計3つの講座であった｡その各講座の名称を以下に示す｡
(1)InventingtheMiddleAges
(2)TextsandtheWord:ChristianTraditionsinOldEnglishLiterature
(3)OldandNewBeliefsinMedievalIcelandicLiterature:FromPaganto
Christian
前者2つが秋学期に受講した講座で､最後の講座が春学期に受講した講座である｡
順にそれぞれの講義の内容を示していくこととする｡
(1)InventingtheMiddleAges
この講座はいわゆるteamteachingで､中世英文学の先生3名が全 11回の
講義を3回ずつ受け持って行われた｡全受講学生は10名で､この講座の目的
は t`ointroducestudentstothehistoryofthemedievalliterarystudiesand
toencouragethemtoconsidertheirownroleinitsfuturedevelopment'とあ
るようにこれまでの中世文学研究の歴史をたどり､今後の自身の研究の指針を
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つけるためのものである｡ここでは3つの要素 (foundations,Methodologies,
HistoryandTheory)に関しての講義が行われた｡以下にその講義内容を示す｡
[Foundations]
1.Thefair丘eldofmedievalliterarystudies.Howdidwegethere?
DistinguishingOE,EME,MElanguagesandliteratures.OldNorse
languageandliterature.Englishasadiscipline.EETS.
2.Classicaltomedieval:TheOrpheusmyth.
OrpheusinOvid,Boethius,andoneortwolatermedievalauthors.
3.TheBibleinEnglish.
ExaminationandcompositionofbibletranslationinOldEnglishand
MiddleEnglish(C.g.WyclifeBible).
[Methodologies1
4.Thevernacular.
Inte王･aCtionbetweenLatinandvernacular;OEandON.
5.Manuscriptculture.
Closeexaminationofselectedfacsimilemanuscripts.Discussionof
editorialprocedures.
6.Manuscripttoprint.
Riseofprint,impactonmanuscriptculture;emergenceofcanonof
populartexts.
7.SourcesandAnalogues.
Casestudies.VernacularityandLatinity.[Choiceoftextstobe
negotiatedwithstudent].
[HistoryandTheory]
8.Medievalismandthediscipline.
HistoryofthedisciplineofEnglishstudies:theeighteenthand
nineteenthcenturies.
43(38)
9.Literarycriticism:CourtlyLove.
OriglnSOftheterm c`ourtlylove'H,anditsimplicationsfわrreading
medievalromancetexts.
10.Criticaltheoryandmedievalstudies:recenttrends.
11.Medievalfutures.
Reaectiononworkcurrentlygoingoninthe丘eld;recentPhDsinthe
SchoolofEnglish
この講座を含めて､すべての講座で受講中にエッセイが課された｡あわせて6,000
語のエッセイで､通例2度に分けて提出することになっている｡この講座では
最初に2,000語､そして最後に4,000語のエッセイが課せられた｡
(2)TextsandtheWord･'ChristianTraditionsinOldEnglishLiterature
この講座は古英語の言語 ･文学演習であった｡受講学生は私を含めて3人しか
いなかったが､残りの2人は古英語を専門としていなかったため､最初は古英
語の文法の手ほどきの時間を別に設けて､授業が進行していた｡基本的に毎週異
なる古英語のテキストを扱って､その一部の原文を訳読し (約 1時間)､その後
そのテキスト全体に関する内容をキリスト教の影響という観点から討論する (約
1時間)という形式で行われた｡以下に授業で扱った内容を示す｡
1.Introduction
2.PreliminaryOEreading
3.GenesisA
4.Alfred'slaw-code
5.Beowulf
6.Exodus
7.Deor
8.Hagiography(Ⅰ):GuthlacA
9.Hagiography(ⅠⅠ):GuthlacB
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10.Judith
ll.JElfricHomilies
学期中に他の講座と同様､2回計6,000語のエッセイ提出を求められた｡そのほ
かに講座の最終回後に古英語の現代英語解釈の試験が行われた｡この言式験ではこ
れまで授業で扱ってきた基本的な古英語読解の知識を生かして､授業では読まな
かった古英語のテキストをを意味の通る英文に解釈するというものであった｡
(3)OldandNewBeliefsinMedievalIcelandicLiterature:FromPaganto
Christian
この講座は古アイスランド文学に関する講座であった｡ゲルマンの異教からキ
リスト教への移行過程について文学を通した解題だけでなく､実際には古アイス
ランド語の詳細な解釈もあわせて行われた｡授業人数に関して､受講登録してい
るのは私一人だったが､中世学研究所所属の博士課程の学生が1名､登録はし
ていないもののアイスランド文学に興味がある英文科修士の学生 1名を加えた
学生3名と担当教員とで構成されていた｡古アイスランド語読解に関しては毎
回授業の前半 1時間ほどを使って､最初の6回ほどでSkirnismalを､後5回ほ
どでEgilssagaを読み進めた｡授業後半部のアイスランド文学の討論に関する
内容は以下の通りであった｡
1.Introduction
2.Ba'zldarsagaSnaelelsa'ss.
3.SnorriSturluson(I):frommythtomythographyinSnorraEdda
4.SnorriSturluson(II):Ha'koDaZ･Sagagoゐ
5.Constitutingsociety:Eddaicverse.
6.Reconstructingsociety:EJTLLygPaSaga
7.Arealycoolsaga:Egilssaga
8.ThewalkingdeadWa'zlaaZ･Saga,Ynglhgasaga,EyTbygE/asaga)
9.Women二HelgakTq'daHundlhgsbaDaIJ
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10.Homilies.
11.SaintsandKings:Noma-Gestsba'ttT,HaluTeゐrsagavaDdnpdaska'1ds
この講座も2回であわせて6,000語のエッセイ提出を求められた｡そして､講座
の最終回直後に古アイスランド語の現代英語解釈の試験が行われた｡試験の形式
は古英語のものと同様で基本的な古アイスランド語語桑 ･文法の知識を生かして
これまでに読んだことのない古アイスランド語テキストの解釈をするものであっ
た｡
2.中世学研究所において参加した講義科目
中世学研究所に関する受講講座は以下の2つである｡
(4)ResearchMethodandbibliography
(5)Ⅵkings,SaxonsandHeroicCulture
前者が秋学期に､後者が春学期に行われた｡以降､これらの講座の内容を説明する｡
(4)ResearchMethodsandBibliography
この講座は中世学に特化した研究方法 ･様式の講義で､エッセイ､論文の書き方
に始まり､中世における科学 ･写本学に関する内容の解説まで扱っている｡この
講座もteamteachingで行われ､受講学生は中世英文学の学生4名を含めて15
名ほどだった｡以下､その内容を示す｡
[Workingmethodsandresources]
1.Introductiontothemodule:planningandorganisingwork
Electronicresources
2.Electronicbibliographies
ElectronicZDtematlonalMedl'evalBl'bl.OgTaPLy
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lReferencingandproofreading]
3.Proofreadingandcorrection(I)
Composingbibliographies;preparationfb∫assignment1
4.Writingbibliographiccitations
Referencingstyle
5.Proofreadingandcorrection(II)
Preparationfb∫asslgnment2
lAuxiliarysciences]
6.Medievalmoneyandchronology
[Manuscriptsandtexts]
7.1mtroductiontomedievalmanuscripts
8.Editorialprinciples
9.Manuscrlptdescription
Historicaldocuments
[preparationfb∫futurework]
10.Webresourcesfわrfuturework
Proofreadingmockexam
ll.Preparationofresearchprojectsanddissertations;
Revisionandmoduleevaluation
この授業の特徴は何よりproofreading(校正法)にあり､大学の英文提出物の
書式について詳細に学習し､どのように校正をするのかというその約束事を問う
言式験まであった｡実際､この書式に慣れ､さらに校正方法まですべて頭に叩き込
むことに相当苦労を伴った｡しかし､英文科と中世学研究所のすべての先生がこ
の方法ですべてのエッセイや論文の訂正を行うので､覚え込めば何が間違ってい
るのかについて一目瞭然であった｡また､自身で書く際に間違えないよう以前よ
り気をつけるようになった｡かなり細かいことまで教えられたが､このような書
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式､体裁を覚えこむ機会は今後英文を書く上においても大変ためになったと感じ
ている｡
(5)Vikings,SaxonsandHeroicCulture
この講座は古英語 ･古アイスランド語 ･古高ドイツ語の文学を3回ずつ概観す
るという講義であった｡また､この講義は毎回約 1時間で､そのほかに上記3言
語のうちひとつを集中的に学習するという時間もあった｡(毎週 1時間ほど)私
は古高ドイツ語の言語を選択し､そこで読んだテキストはTheNibelungenlied
(『ニーベルンゲンの歌』)の一部であった｡以下にこの講義に関する授業内容を
示す｡
1.Introduction
Historyandlegend:transmissionofcharactersandepisodes.
[01dEnglishheroicpoetry]
2.Heroicvalues:historyandlegendinBeowulf
3.Narrativereworkings:BeowuMandTheFlhnsbuzgjYagmeDt.
4.Characteranditscontextualisation:BeowulfandHildegyth.
[MiddleIcelandicpoetryandprose]
5.Thehorizonofhistory:SnorriSturluson'sYnglingasaga
6.Fromheroicpoetrytoheroicprose:V61SungasagaandrelatedEddaic
pOemS
7.HeroiccultureonIceland:GislasagaSdrssonar
[MiddleHighGermanpoetry]
8.乃eNl'belungenl'ed/sourcesandthemes.
9.7丑eNl'belungenl'ed/charactersandthemes.
10.AheroicorchivalricNl'beluDgeDll'ed?
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11.Overview
この講座もこれまでと同様に2回計 6,000語のエッセイ提出を求められた｡そ
して､講座の終了後に古高ドイツ語TheNibelungenliedの現代英語での解釈を
問う試験が行われた｡この試験はこれまでに読んだ部分の解釈をするという形式
であった｡授業で扱った部分の理解度を測る方式なので､これは日本の一般的な
試験形式と似ていると感じた｡
3.修士論文について
リー ズ大学英文科の修士論文に関して､語数は12,000語から15,000語の範囲
とされていたが､中世英文学専攻の場合のみ中世学研究所のResearchMethod
andbibliographyを受講しているということで9,000語から10,000語という範
囲であった｡(中世学研究所のResearchMethodandbibliographyは試験があっ
たが､英文学科の同講座には試験がなかった｡)そして､指導教官の決定は学生
が入学して半年後に提出する仮タイトルと簡単な論文内容の要約を判断して決め
られた｡したがって､入学してすぐ指導教官が決まるわけではなかった｡指導教
官が決まると､指導教官に個人的に連絡をして論文作成を行うという過程は日本
の場合と同様ある｡しかし､大学暦で夏季休暇の始まる日からは指導教官からの
指導を受けられない､という規則があった｡これは大学教員自身の研究を行う時
間を確保するという目的であるらしい｡修士論文を1年の学業期間の中で仕上
げるというのはなかなか大変な作業である｡だが､受講している授業やその担当
の先生､また指導教官はさまざまなアドバイスを与えてくれるので､1年間研究
に没頭できればなんとか論文をまとめられるものであると感じた｡実際､自身の
現在にもつながる研究テーマは留学中に受講した講座の内容､その先生のアドバ
イス､そして指導教官からのアドバイスで整えられてきた｡
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4. 終わりに
中世文学の世界は ｢英語｣を中心に行っていても必ず他国の言語､文学､文化､
社会等のさまざまな面でイギリス以外の要素と密接な関係があり､それらを知ら
ずにその時代を語れないという側面を持つ｡そのような事情からか､中世学研究
所の修士 ･博士の新入学生は必ずラテン語の講義､および試験を受けなければな
らなかった｡リーズ大学で出会った中世関係の研究者はみなラテン語だけでなく
古アイスランド語や中世フランス語､古高ドイツ語等､英語以外の語学 ･文学の
ことをよく理解していた｡このように中世学は学際的であることが求められ､リー
ズ大学ではその学際性がとても有機的であった｡
もちろん､研究以外にも日本と異なる大学教育の形式やしくみを知ることは今
後日本の大学教育に関わる上で参考になる部分が多くあった｡シラバスに関して
もここでは多くを割愛してしまったが､毎回の授業のために細かく到達目標設定
や参考文献などを示したプリントが配布され､とても1回分の授業で準備しき
れないと感じたものだった｡英語の表現や英語での文章構成の仕方についても大
学の先生に多くの指摘を受けることができたので､こうした経験を研究 ･教育等
のさまざまな場面で生かしたいと思う｡
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